
THE ANNUAL REPORT ON ARCHAEOLOGICAL R~SEARCHES 
KUMAMOTO UNIVERSITY/2002 

熊本大学埋蔵文化財調査室年報I2002年度

20Q3 熊本大学埋蔵文化財調査室



 



 



 



THE ANNUAL REPORT ON ARCHAEOLOGICAL RESEARCHES 

KUMAMOTO UNIVERSITY/2002 

，
 

熊本大学埋蔵文化財調質室年報 2002年度

2003 熊本大学埋蔵文化財調荏室



 



熊本大学は、明治にさかのぽるいくつかの前身の学校を統合再編して設置された経緯か

らそのキャンパスは熊本市内外の 8地区に点在している。そして、これらのキャンパスの

すべてが埋蔵文化財包蔵地に指定されている。

一方、本学は、現地再開発を進めてきており、耐用年数を超え老朽化した建物の更新や

新築に際して、埋蔵文化財の調査が不可欠である。

本学では、埋蔵文化財を発掘調査し、文化財を保存すると共に、調査の結果を研究に資

することを目的とした埋蔵文化財調査室と埋蔵文化財調査委員会を設置し、年度ごとに鋭

意調査研究を展開してきた。本年報は、平成14年度内に実施された調査研究の成果を取り

まとめたものである。

本年度実施した発掘調査は、黒髪南地区で実施された熊本大学（黒髪）総合研究棟建設

に伴うものと隣接のインキュベーション施設建設に伴うものが主なものであり、今後の考

古学研究にも貴重な資料となりうる数々の成果が得られた。調査研究の成果は本年報に詳

述されているが、調査地点は延書式にみる「蚕養（こかい）駅」および官道推定地の中核

をなす部分であり古代の方形区画敷地址の広がりと古代道路の位置の確認という点で重要

な位置に相当し、興味深い結果が期待された。調査の結果、古代官道の側溝と思われる溝

2条を確認し、ほぼこの位置に官道が通ることが明らかになった。また、時期的にこれら

に先行する堅穴住居址群も調査区東側を中心として存在することが明らかになり、黒髪南

地区一帯に古墳時代末から古代にかけて集落や官衛関連施設が存在したことが明らかに

なった。加えて、調査された他地点からも弥生時代中期後半の甕棺が発見されるなど数々

の貴重な調査結果が得られている。

本調査は熊本大学のキャンパスのすべてが埋蔵文化財包蔵地に指定されているが故に義

務付けられたものではあるが、埋蔵文化財調査室及び同調査委員会は学術的な立場から真

摯に調査研究を展開し、考古学上高く評価され得る成果を収めた。埋蔵文化財調査室長、

甲元慎之文学部教授及び同調査委員会委員長、北野隆工学部教授をはじめ調査に当たられ

た教職員、大学院生、協力者各位のご努力に深く敬服し感謝すると共に、本調査結果が今

後の考古学研究に十分活用されることを期待する。

2003年4月

熊本大学

学長崎元達郎



例言

1. 本書は熊本大学構内において， 2002年 4月1日から2003年 3

月31日まで行われた埋蔵文化財の調査および熊本大学埋蔵文化

財調査室の活動内容に関する年次報告書である．

2. 構内辿跡の調査は，昨年度に引き続き，年次と調査順を表す

調査番号で表すこととし，出土迪物や記録類もこの番号で整

理・管理している．

3. 辿跡略号は，地区ごとにローマ字 3文字で以下のように表記

した．黒髪町追跡黒髪南地区 (KKS)，同北地区 (KKN)，本

庄追跡医学部構内 (HJM)，同病院構内 (HJH)，同医療技術

短期大学部構内 (KHJ)，京町台遺跡教育学部附属小中学校構

内 (KMS)，大江遣跡群薬学部構内 (HJP).

4. 遣物への注記は，遺跡略号＋調査番号＋出土遺構（位置）の

順で行った．

5. 本書に掲載した辿物やその他の出土辿物および調査にかかわ

る記録類はすべて熊本大学埋蔵文化財調査室にて保管している．

6. 本書で使用した遺構実測図は，小畑弘己・大坪志子をはじめ

とする調査参加者が，遣物実測は小畑・大坪・古賀敬子・溜渕

俊子・林田恵子・早田咲百合，製図は小畑・大坪が行った．

7. なお，遺構実測には手書きによる記録とともに遣跡調査汎用

システム（カタタ Ver.3ーアーケオテクノ社）を使用した．

8.本書の執錐は，表 1・ 2,付篇および抄録を坂元が， I 章• Il 

-2•Il-4 章を小畑が， JI -1 ・ JI -3章を大坪が、皿章・

英文サマリーを小畑・大坪が，ハングル文については小畑が行

なった．

9. 本書の編集は大坪が行った．
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本年度は表 2のとおり，発掘調査 4件，立会調査14件，

試掘調査 2件を実施した．

協議の結果，本年途上より試掘調査は熊本県文化課が

担当することになり，県文化課によって 3件の試掘調査

が熊本大学敷地内で実施された．

本年度実施した発掘調査は，黒髪南地区で実施された

熊本大学（黒髪）総合研究棟建設に伴う発掘調査 (0204

調査地点）とインキュベーション施設建設に伴う発掘調

査 (0203調査地点）とそれらの付帯工事および樹木移植

などに伴うものが主なものであった．

0204調査地点は延喜式にみる「蚕養（こかい）駅」お

よび官道推定地の中核をなす部分であり，既往の調査

(9603 ・ 9704調査地点）で明かにされた古代の方形区画

敷地址の広がりと古代道路の位置の確認という点で重要

な位置に相当し，調査の進展が期待された．結果的に遺

存状態は悪いものの古代官道の側溝と思われる溝 2条を

確認し，ほぼこの位置に官道が通ることが明らかになっ

た．残念ながら方形区画の詳細な性格や規模は明らかに

できなかったが，この一帯が蚕養駅関連のきわめて重要

な施設であることは，道路に併設するという位置関係か

ら容易に想像される．また，時期的にこれらに先行する

竪穴住居址群も調査区東側を中心として存在することが

明かになり，この総合研究棟建設に伴う樹木移植工事に

伴う調査 (0210調査地点）においても，部分的ではある

が本地点の北側および東側に竪穴住居群が広がることが

確認でき，黒髪南地区一帯に古墳時代末～古代にかけて

の集落や官術関連施設が存在したことが明らかになった．

さらに0206調査地点では削平は受けていたものの弥生

時代中期後半の甕棺が発見され，隣接地である9704調査

地点で確認した段丘崖縁辺の弥生時代甕棺墓地の広がり

を確認した．同時期の遺物はさきの0204調査地点でも破

片であるが出土しており，墓地もしくは集落址がさらに

広がりをみせる気配である．

0204調査地点やそれに隣接する0210調査地点トレンチ

20 ・ 21の調査結果によって，縄文時代の遣物も後期・晩

期前半を中心としたものが基盤土としている暗褐色土層

上部を中心に包含されることが再確認された．石鏃．砥

石・磨石などの石器類もわずかではあるが伴っている．

縄文時代早期から晩期にかけての縄文時代集落の分布に

関しても今後より精査に努めなければならないであろう．

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

1 黒嬰北地区（法・文・教・大教センター） 熊本市黒髪 2丁目40-1 黒髪町辿跡 集落址 縄文・弥生・
黒嬰北地区（教育学部附属養設学校） 熊本市黒愛 5丁目17-1 奈良•平安

2 黒愛南地区（エ・理） 熊本市黒嬰 2丁目39-1 黒嬰町辿跡 集落址 縄文・弥生・
奈良•平安

3 京町地区（教育学部附属小・中学校） 熊本市京町本丁5-12 京IIIJ台辿跡 集落址 弥生・近世

4 城東地区（教育学部附属幼稚園） 熊本市城東5-9 熊本城址 城館址・熊本城 近枇
関連辿構

5 教育学部新南部農場 熊本市新南部居屋敷240-1 新南部辿跡 散布地 縄文・弥生

6 理学部臨海実験所 天草郡松島町大字会禅6061 前島貝塚 集落址 縄文・弥生 1995年度の調査に
よって貝塚でない
ことが判明

7 本荘南地区（医） 熊本市本荘2丁目2 1 本庄辿跡 散布地・集落址 縄文・弥生・
奈良•平安・

中枇

8 本荘北地区（医学部附属病院） 熊本市本荘 1丁目1-1 本庄辿跡 散布地・集落址． 縄文・弥生・
（熊大病院敷墓地 古墳・奈良・
地追跡） 平安・近代

， 九品寺地区（医療技術短期大学部） 熊本市九品寺 4丁目24-1 本庄辿跡 散布地・集落址 縄文・弥生・ 周辺辿跡
奈良•平安・

巾枇

10 薬学部（薬） 熊本市大江本町5-1 大江辿跡群 官術址 奈良•平安 周辺辿跡

11 大江地区 熊本市渡鹿 4丁目1-1 大江辿跡 集落址 奈良•平安

I 本年度の調査概要
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図 1 黒髪町遺跡の位置と周辺遺跡の分布図 (1/25000) 
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表 2 2002年度調査一覧

02 ・ 4 ・ 3 ~ 0201 黒髪団地北地区大学教育研究立会調査 29.3面 遺構・遺物なし
4 ・ 4 センター C棟空調機取設工事

給排水及び室外機基礎工事

02 ・ 4 ・ 15~ 0202 黒髪団地北地区外灯設備工事立会調査 199rri 遺構・遺物なし
4 ・ 16 

02 ・ 4 ・ 17 0203 黒髪団地南地区インキュベー試掘調査 3面
ション施設新営工事

02 ・ 4 ・ 17 0204 黒髪団地南地区総合研究棟新試掘調査 4面
営工事

02 ・ 5 ・ 20~ 0206 黒髪団地南地区総合研究棟新発掘調査 28面 甕棺
5 ・ 29 営に伴う樹木移植工事

02 ・ 5 ・ 30~ 0203 黒髪団地南地区インキュベー発掘調査 810rrl 近泄 畑址
8 ・ 2 ション施設新営工事

02 ・ 6 ・ 3 0207 黒髪団地南地区総合研究棟新立会調査 32rri 遺構・遺物なし
営一次掘削に伴う電気工事

02 ・ 6 ・ 12~ 0204 黒髪団地南地区総合研究棟新発掘調査 2,803面縄文・古墳住居址・溝・火葬墓・縄文
8 ・ 14 営工事 古代 土器・土師器・須恵器

02 ・ 7 ・ 2 0208 黒髪団地北地区図書館南側学立会調査 24面 遺構・遺物なし
生部駐車場拡張工事

02 ・ 8 ・ 29 0209 京町団地附属小学校スロープ立会調査 13面 遺構・遺物なし
取設工事

02 ・ 10 ・ 1 ~ 0210 黒髪団地南地区工学部樹木移発掘調査 61.19面 包含層・縄文土器・石鏃
10 ・ 3, 植工事
11 ・ 18 

02 ・ 10 ・ 7 0211 本荘団地北地区（医病）総合研立会調査 32m' 遺構・遣物なし
究棟新営（渡り廊下部分）工事

02 ・ 12 ・ 3, 0212 黒髪団地南地区通用門拡幅工立会調査 480m' 遺構・遺物なし
12 ・ 5, 事
12 ・ 11 

03 ・ 1 ・ 23, 0213 本荘団地北地区（医病）総合立会調査 25面 遺構・遺物なし
1 ・ 24, 研究棟新営電気設備工事
1 ・ 28 

03 ・ 2 ・ 7 0214 本荘団地北地区（医病）基幹立会調査 181面 遣構・遺物なし
環境整備（外灯設備）工事

03 ・ 2 ・ 18 0215 薬学部地区実験動物慰霊碑建立会調査 3.4面 遺構・遺物なし
立工事

03 ・ 2 ・ 21 0216 黒髪団地北地区外灯設備工事立会調査 18.5m' 遺構・遺物なし

03 ・ 3 ・ 7 0217 九品寺地区体育部室（プレハ立会調査 3 rri 遺構・遺物なし
ブ）新設工事

03 ・ 3 ・ 10 0218 黒髪団地北地区外灯設備工事立会調査 2.6面古代 住居址・土師器・須恵器

03 ・ 3 ・ 11 0219 九品寺地区塀新設工事 立会調査 36面 遺構・遺物なし

※ 0205地点については県文化課主1枇の試掘調査のため欠番とした．

I 本年度の調査概要
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他の地区では発掘調査は実施していないが，電灯設置

などに伴う工事や駐車場建設工事などが実施されたため

立会調査を実施した．電灯工事以外は掘削深度が浅く，

比較的ダメージは少ないもので，遺構・遺物などは部分

的に確認しているにすぎない．

また，本年度熊本県文化課によって実施された試掘調

査の結果，本荘北地区（大学附属病院地区）および薬学

部地区において遺跡の広がりの状況が把握できた．本荘

北地区内の試掘調査は中央診療棟建設に伴う調査であり，

医学部臨床研究棟北側，外来臨床研究棟の西側駐車場部

に相当する．試掘の結果，地表下 2m余りまで軟らかい

土と砂の互層が連続し，その基底部には明治時代～大正

時代くらいの陶磁器を含む包含層のみが残存していた．

さらに掘り進めたが砂層が連続し，河川堆積物の様相で

あった．この一帯は病院内を流れる暗渠の南側に相当し，

旧河川の流路であったものと思われる．この結果，この

暗渠より西側，つまり白川河川沿いにかけての遺構の広

がりが濃密であることが際立ってきた．この暗渠南側に

ついては本格的な発掘調査がこれまで実施されていない

ため確実ではないが，これまでの立会調査などから纏

まった遺構群や遺物包含層には出会っていない．しかし，

道路を隔てた本荘南地区（医学部敷地）北辺においては

地表下80cmで古代の遺物包含層を確認している．よっ

て，今後はこの大学病院敷地の南半における旧河川の流

路と遺構の残存状況が調査の焦点となってくるものと思

われる．

また，薬学部敷地内においても大江総合研究棟建設工

事に先立ち試掘調査が実施されたが，地表下 2mまで掘

削したが遺構・遣物は検出されなかった．本学敷地内に

おいては旧立会調査において，北西部において地表下

80cmほどで古代包含層を確認している．敷地内の旧地

形と埋蔵文化財の残存状況が地点によって大きく異なる

ことが予想され，今後の調査の参考となった．

I 本年度の調査概要
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1. 遺跡の立地と周辺地形

本地点は，工学部・理学部が所在する黒髪南地区の南

端に位置する．白川中流域の右岸に位置し，白川が最も

大きく蛇行する地点である．黒髪町遣跡群の一角であり，

白川をはさんだ対岸には大江白川遣跡群・大江遺跡群が

広がっている．これまでの構内調壺では，本地点の北西

部で弥生時代の甕棺墓群 (9804調査地点）・古代の遣構

群 (9704• 9603調査地点）が確認されている．

2.調査の概要

平成13年度末に計画があげられた工事である．東側に

隣接する9909調査地点において近世の畑址が検出されて

いたため，本地点でも畑址が検出されるものと予想され，

試掘で畝が確認された．また， 9909調査地点西側で近枇

墓群が確認されていたため，本調査地点東側には近世墓

の存在が予想された．

5月末より調査を開始したが，調査区東半は調査中に

近代墓（旧熊本刑務所墓地）と判明した．熊本刑務所と

の協議で，遣骨について大学が対処することになった．

調査室と施設部で協議を行い，近代墓は調査対象から外

し，遺骨の収集については専門業者に依頼した．大学で

荼毘にふしたのち熊本市へ引き渡した．

調査は西半の畑址について行った．畑址の調査終了後，

下に前代の遣構が無いことを確認して調査を終『した．

く調査面積＞

810面

く調査期間＞

2002年 5月30日～ 8月2日

く調査員・参加者＞

小畑弘己，大坪志子．

伊藤千代子，岡田イツ代，岡村久美子，河野義勝，黒

木重信，黒木タケ子，白石美智子，白川チズ子，新里亮

人，鈴木笙子，高松北子，田口伸也，溜渕俊子，野口春

美，林田恵子，早田咲百合，番山明子，福田久美子，堀

川貞子，前田日出男，松井昭子，水上順子，宮村邦子，

森川征子，森川設，森田登，森みどり．

3. 調査の結果

a 基本層序（図 3)

表土から 3層まで現代埋土である．駐車場や道路とし

て利用されていたため，バラスやアスファルトが互層を

なしている． 4層は昭和28年の白川大洪水による砂層

(2.5 YZ/1)である． 5層～16層は近槻以降の洪水砂な

どの埋士である． 19層は9909調壺地点のV層（近世後期

耕作土層）に， 20層はVII層（近世中期耕作土層）に対応

するものと思われる．

b 検出遣構と遺物

調査区の南西隅で近世の畑址を検出した． 30条ほどの

畝が，南北方向• 4列に作られていた． 9909調壺地点の

畑址と比較すると畝が短く畑の単位が小さい．

調査区の東半分は，文化・文政の年号をもつ墓石が検

出されたため，当初は近世墓と考え調査を行った． しか

し， 40基ほどを調査した段階で他の近世墓で見られるよ

うな副葬品が無く，また眼鏡・ガラス瓶といった比較的

新しい遺物が伴うことから，調査地点の過去の状況を調

べた結果．旧官営墓地（熊本刑務所墓地）であることが

判明した．熊本刑務所設立の明治初期から昭和20年代ま

での期間の墓地と推定される．

ガラス瓶は青色をした斜光性の薬品用である．肩部か

ら上は組合せで，最後に口縁を作っている．被葬者の手

元や足元に添えてあった．

4. 成果と問題点

今回の調査で畑址の一部が西側および南側に延びるこ

とがわかった． しかし，今回の畑の範囲から推察すると，

9909調査地点の畑の西側端は近代墓の範囲内にあったよ

うである．畝の土壌は水洗選別を行うためサンプリング

しており，精査の結果は別に報告したい．

トレンチ調査の結果，畑址下には遣構はなかった．畑

面より80cm下に古代の包含層と思われる層があるが遺物

がほとんどない．その下は粘土層・黄褐色土層（地山）・

砂層で，近世以前にこの付近ー吋府を積極的に利用した様

子はみられなかった．

Il-1 0203調査地点
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図 3 0203調査地点遺構配置図 (1/200)・調査区西壁土層断面図 (1/100)・出土遺物実測図 (1/4) 
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写真 1 調査区全景（東より） 写真 4 西壁土層（東より）

写真 2 調査区畑址（東より） 写真 5 西側トレンチ西壁（東より）

写真 3 調査区全景（東より） 写真 6 調査風景（南東より）

TI-1 0203調査地点
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1. 遺跡の立地と周辺地形

本調査地点は白川右岸の標高17mの地点にあたる．南

地区の中部南西部に位置し， 9603調査地点と道路を隔て

た位置にある．旧工学部建物が調査区内に存在しており，

およそ半分は破壊されていた．また，調査区西側1/3ほ

どは旧運動場部分に相当し，削平を受けていた． 9603調

査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報 3) とそれに接

する9704調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報 4)

では東西方向の方形区画溝（幅およそ 2m) とそれに囲

まれた掘立柱建物が検出されており， 9603調査地点のほ

ぼ中央で検出された 2本の溝（溝間 4m) は本学内に存

在が椎定されている古代道路に比定される意見があるな

ど，今回の調査地点でも古代官術関連の遺構の存在が予

想されていた．

2. 調査の概要

本調査地点は平成15年度竣工予定の総合研究棟の建築

予定地であった．建築に先立ち，隣接する9603調査地点

での調査成果により，削平は受けているものの遺構の残

存状態はほぼ良好であること，さらに先に述べたように，

「蚕養（こかい）駅」と古代官道の存在が予想されてい

る大学構内においても重要な地点であるため，施設部と

協議の上， 4月17日に試掘調査を実施した．その結果，

旧工学部建物跡地の撹乱された部分を除き，遺構や包含

層が残存していることが判明し，調査が必要であると判

断された．

5月6日から 5月29日にかけて建設予定地に残存して

いた楠の移植に伴う調査 (0206調査地点）を実施し，樹

木移植後，埋蔵文化財調査のための 1次掘削（表土・撹

乱層除去）を終えた後， 6月12日より調査に着手した．

調査の結果，古墳時代末から古代にかけての遺構，お

よび縄文時代の包含層を確認した．発掘調査はおよそ

2ヶ月間を要し， 8月14日に無事終了した．

く調査面積＞

2,803面

く調査期間＞

2002年 6月12日～ 8月14日

く調査員・参加者＞

小畑弘己，大坪志子．

伊藤千代子，岡田イツ代，岡村久美子，河野義勝，黒

木重信，黒木タケ子，白川チズ子，白石美智子，新里亮

人，鈴木笙子，高松北子，田口伸也，溜渕俊子，中川毅

人，野口春美，林田恵子，早田咲百合，番山明子，福田

久美子，堀川貞子，前田 13出男，松井昭子，水上順子，

宮村邦子，森川征子，森川護，森田登，森みどり．

3. 調査の結果

a 基本層序（図 5)

本調査地点の層序は，黒髪南地区の基本的な土層堆積

状況と変わらず，上位より，表土・撹乱層 (1層：厚さ

60cm ・ 7層：厚さ 30cm)，暗赤褐色土層 (10層：厚さ

40cm)，黒褐色土層 (1]層：厚さ 30cm)，黒褐色土層

(13層：厚さ50cm:基盤土）となっている． 11層が古代

遣物包含層および遣構構築面であり， 11層下部から13層

の上部にかけて縄文時代後期の遣物が出土する．

本調査地点は， 9603・ 9704調査地点と同じく西側1/3

が旧運動場の造成によって削平を受けており，この部分

においては近代以降の堆積層である10層が被覆していた．

東側の堆積状況からみておよそ50cm-1mほどの削平

を受けたものと思われる．この上部には昭和28年の白川

洪水の際の洪水砂が被毅し，その上部は被災後の処理土

（造成土）が厚く堆積していた．

b 検出遺構と遺物

今回の調壺では，近世末の堀 1条，古代溝 6条，古代

竪穴住居址 4基，火葬墓 1基，縄文土器包含層を確認し

た．

＜溝＞

5号溝

調査区西部にほぽ南北方向に走る幅 3m, 深さ1.5m

の堀である．近枇末の陶磁器類（図10:1 -4)が出土

している．

12号溝

調査区西部に東西方向に走る幅2.5m, 深さ50cmの断

而形台形の 2段掘りの溝である．南側が緩やかに立ちあ

がる．土師器甕．杯・須恵器杯（図10:6 - 8) などの

小片が出土した．

13号溝

第12号溝に平行する溝である．幅 1m, 深さ30cmの

断面 U字形を呈する．土師器・須恵器の小片が少量出

土している．ほぼ12号溝と同じ時期と思われる．

これらの溝はその位置関係からみて， 9603調壺地点を

東西に走る溝とは連なるものと思われる．

8 • 9号溝

調査区の西側隅を南北方向に走る溝である．いずれも

Il-2 0204調査地点
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図4 0204調査地点遺構配置図 (1/200)
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図 5 各遺構土層断面図 (1/100・1/50)
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幅 lm前後，深さ30-lOcmである．磁北から 6度西へ

振れる．この方位は9603調査地点で検出した方形区圃と

ほぼ同じである．遣物は土師器や須恵器の細片が少量出

土したが，時期を示すものに須恵器の高台付の杯などが

ある．ほぼ8世紀後半代の遣構と考えられる．

その位置と規模からみて，道の側溝と思われるが，残

念ながらこの部分の削平が大きいことから，路面は残存

していない．また両溝は平行して走るが，北側において

若干距離を縮めている．

この他，調査区南側中央で約10mの距離を置いて東西

に平行して走る幅80cm,深さ10cmあまりの溝 2本 (10

号・ 11号溝）を検出しているが，覆土からみて古代の遺

構である可能性が高い．

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址（図 6)

調査区南東端で検出した方形の竪穴住居址である．規

模は 5X 5 m以上であり，西辺の南寄りに砲を設ける．

箭の残存状態はあまり良くなく，焼けた粘土が残存し，

その前面で砂岩製の支柱を検出しただけであった．硬化

面が中央西よりに認められた．住居に伴う柱穴は検出し

ていない．土師器甕・須恵器壷の破片（図10:14-17) 

が出土した．

2号竪穴住居址（図 6)

1号竪穴住居址の北側に隣接している方形の竪穴住居

址である．規模は 4X4mの略方形を呈する．北辺中央

に寵がある．竪穴本体と砲も削平が激しく残存状況はよ

くない．砲は粘土と右側の袖石が確認できた．遣物は土

師器の杯や甕形土器（図10:18-24)が住居床面から破

片の状態で出土した他，東辺中央付近のピット内から須

恵器甕（図10: 19)が破片を重ねるような状態（図 6)

で検出された．

4号竪穴住居址（図 8)

調査区北東隅で検出した方形竪穴住居址である． 5.5 

X5.0mの規模をもつ．南部を撹乱によって切られるが，

残存状況は良好であった．東辺中央に瑠をもっ．その前

面に硬化面が認められた．鼈は中央に砂岩製の短い支柱

をもつが，袖石は確認できなかった．破壊され土器とと

もに粘土・焼土が2Xlmの範囲に広がっていた．主柱

穴は検出していない．寵とその南東角を中心に若干の遣

物が出土した．遣物は逆刺のある須恵器杯身および土師

器甕．鉢である（図10:28-30・図11: 32-38). 

3号竪穴住居址（図 7)

調査区中央部東側で検出した方形の竪穴住居址である．

削平を受け，壁の立ちあがりは 5~10cm程度であった．

13 

本調査地点においてはもっとも大きな住居址であり，そ

の規模は6.5 X 6. 3mである．北辺中央に砲をもつ．寵も

撹乱によって破壊を受けていた．寵方向に長軸をもつ主

柱穴 6個が確認できた．その間には 2面の一部重なる硬

化面が細長く広がっていた．床面から土師器甕・坪・須

恵器杯身の破片（図10:25-27)の他天草地方産の砂岩

を使用したが砥石 l点が出土した．

各竪穴住居址の時期は， 3号竪穴住居址が最も古く 7

枇紀初で． 4号竪穴住居址が 8世紀前半， 1・ 2号竪穴住

居址が 81仕紀後半と考えられる．

＜その他の遺構＞

21号火葬墓（図 9)

3号竪穴住居址の北部1.5mのところで検出した土師

器の甕形土器と須恵器の大型甕の破片を利用した火葬墓

である．長さ lm, 幅50cmあまりの 2つの穴が連接し

たような土坑を掘り，その一つの基底に円扁平な大型礫

を敷いて，その上部にもう一段の扁平礫を敷いて，その

上部に土師器甕の蔵骨器を置いて，周囲を石で囲むよう

に配置したのち，須恵器甕の破片で蓋をして石で押さえ

ている．すでに石の重みで潰れ，土師器甕も割れ，内部

にあった焼骨が一部外側に濫れていた．従来は復元図の

ような埋葬がなされたものと考えられる．

蔵骨器に使用された甕形上器は口径27cm,器高24cm

の薄手の器壁をもっ．蓋に使用された須恵器甕の破片は

底部付近の破片であり，長さ34cm, 幅24cmである．

＜弥生時代の遺物＞

8 ・ 9号溝を中心に弥生時代中期後半の甕棺および甕

形土器の破片が少最ではあるが出土している（図11: 39 

-43).本調査地点西側の9704調査地点では該期の甕棺

墓群が検出されており，古代に造成される以前はこの一

帯にも弥生時代の遣構が存在した可能性がある~

＜縄文時代の遺物＞

各遣構の覆土および13層上面の包含層から縄文時代後

期末～晩期前半を中心とした土器片30点あまりが出土し

た（図11: 44-56)．黒川式士器の鉢形土器および粗製

の甕形土器片類を中心としている・

ll-2 0204調査地点
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図6 1号竪穴住居址・ 2号竪穴住居址実測図 (1/50)
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図7 3号竪穴住居址実測図 (1/50)
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図8 4号竪穴住居址実測図 (1/50)
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図 9

｀ 

21号火葬墓・出土遺物実測図 (1/40・1/4) 
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図10 0204調査地点出土遺物実測図 1 (1 / 4) 
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図11 0204調査地点出土遺物実測図 2 (1/4 • 1/3) 
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写真 8 調査区南側全景（西より） 写真11 調査区南側（東より）

写真 9 調査区北側全景（西より） 写真12 調査区北側（東南より）

写真10 調査区南側（南西より） 写真13 調査区北壁土層断面 •5 ・ 6号溝（南より）

I!-2 0204調査地点
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写真14 調査区北壁土層断面（南西より） 写真17 1号竪穴住居址（南より）

写真15 1 • 2号竪穴住居址（南より） 1号竪穴住居址竃完掘状況（南より）

｀ ~ ~し

写真16 2号竪穴住居址寵（南より）

内箇樽鰤’

ll-2 0204調査地点
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写真20 2号竪穴住居址（南より） 写真23 3号竪穴住居址（南より）

写真21 2号竪穴住居址完掘状況（南より） 写真24 3号竪穴住居址竃完掘状況（南より）

写真22 2号竪穴住居址遺物出土状況（西より） 写真25 4号竪穴住居址東西土層壁面（北より）

Ilー 2 0 2 0 4調査地点
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写真26 4号竪穴住居址（南西より） 写真29 4号竪穴住居址竃土器出土状況（南より）

写真27 4号竪穴住居址窟横土器出土状況（南より） 写真30 21号火葬墓（西より）

写真28 4号竪穴住居址窟（南西より） 写真31 9号溝土層断面（南より）

訓三~

Il-2 0204調査地点
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写真32 樹木移植地調査区西側（北より） 4. 成果と問題点

今回の調査では縄文時代晩期から近世末までの遺構・

遺物を検出した．その中でも重要な成果としてはやはり

古代官道の側溝と考えられる 8・ 9号溝を検出したこと

であろう．これらの溝は9603調査地点の東側にこれらに

対応する側溝が無い点から推測すると，古代官道の延長

部にあたる可能性が高い．この可能性の信憑性は9603調

査地点で検出された方形区画の東西辺の溝がこの 2本の

側溝を越えて本調査区内まで延びていないという事実か

ら一層高くなる．両調査地点の間の状況が不明なので断

言はできないが，この区画は先に予想した官道の西側溝

に取り付く可能性がでてきた． しかし，東西方向の区画

としては12・ 13号溝や10・ 11号溝のように別の区画が存

在したことを示している． 10・ 11号溝は道路に取り付く

脇道の側溝である可能性もあるが，削平と 5号溝によっ

て破壊され， 8・ 9号溝との関係は不明である． 12・ 13 
写真33 樹木移植地調査区南側（西より）

号溝は 8・ 9号溝を切っており，時期的に下るものであ

るが，調査区の途中で 5号溝に連なる近世の溝である可

能性もあり，この道路を取巻く一帯の区画がどのような

状況で， しかもどのように変遷したのかについては，今

後より面的な調査が継続されなければ明確な判断は下せ

ない．しかし，少なくとも東西南北を基調とした土地区

画は，この付近に限って言えば，近世末まで継承されて

いたことは 5号溝の存在から明らかである．

この一帯は白川の河川敷と台地を隔てる段丘崖縁に位

置しており，駅関連施設が存在したとすれば位置的にみ

てこの付近が最も有力な候補である．今後は西側の

(9704 ・ 9603調査地点）地点で検出された方形区画と掘

立柱建物の時期的変遷が重要な焦点となってきた．詳細

な検討が必要であろう．

写真34 樹木移植地調査区南側（南より）

TI-2 0204調査地点



Il-3 0206調査地点

1. 遺跡の立地と周辺地形

工学部・理学部が所在する黒髪南地区に位置し，黒髪

町遺跡群内にある．南地区では西端に位置する．南に隣

接する9704調査地点では甕棺墓群が確認され，過去にも

甕棺墓が発見されている， 9603調査地点では古代および

近世の遣構，墓地が調査されており，一帯は弥生時代か

ら近世にかけての遺構が密集する地区である，

2.調査の概要

本調査地点は総合研究棟建設に伴い，建設予定地内に

ある樹木の移植先にあたる．旧建物跡地で重機による掘

削時に旧建物の基礎などがあり，調査地点の大半は撹乱

を受けているものと予想されたが，地表下2.5mで地山

が検出されたため調企を行った．

く調査面積＞

28団

く調査期間＞

2002年5月20日～ 5月29日

＜調査員。参加者＞

小畑弘己，大坪志子．

岡田イツ代，黒木重信，黒木タケ子，白石美智子，溜

渕俊子，早田咲百合，番山明子，福田久美子，堀川貞子，

水上順子，宮村邦子，森川征子，森川設，森田登．

3. 調査の結果

a 基本層序（図12)

鉱物の沈殿層とそれらに挟まれた 4層 (5層上面）は

旧運動場面で， 2層は昭和28年の洪水による砂層である．

9704調査地点では 4層を洪水砂が直接被覆しており， 3

層は運動場を造成しなおした際の客土であろう． 5 ・ 6 

層は近世末の耕作土， 7・ 8層は同時期の遺構埋上と思わ

れる．

b 検出遺構と遺物（図12)

調査地点では，古代の遣構が形成される柔らかい地山

層は削平されており，その下の基盤層が検出された．こ

の基盤層は西側に向かって緩やかに傾斜していた．この

傾斜面靖部に浅い溝状の窪みがあり，そこから成人用甕

棺の破片が出土した．破片はある程度集中しており，ま

た復元した結果，底部を欠くがほほ甕棺を縦に半裁した

形状になった．溝状の窪みが蒻城であるかは不明だが，

破片の様子から葛堀内にあったものが半分削平を受けた

25 

状態ではない．しかし，破損品を集めた様子でもない．

後批の削平によって半分に欠失した残部が廃棄されたよ

うな状況である．

甕棺は，口縁下に突帯を付けず，突帯断面は三角形で

ある．焼成は堅緻で器壁が瑯い．汲田式である．この他，

蓋と別個体の胴部（タガ部分）・ロ縁などがわずかに出

土した．

4. 成果と問題点

本調査地点は， 9704調査地点で確認された甕棺墓列の

北西延長線上に位置し，同じ台地斜面に形成された一連

の幕地と考えられる．北東部に隣接してあった旧衝撃工

ネルギー実験所を建設する際，多数の甕棺が発見された

ことが， 9704地点調査時に関係者の話で判明している．

本調査地点もそれに連続する墓地であり，おそらく近11t

末の開墾によって破壊を受けたものと思われる．今回出

上した甕棺は， 9704調査地点出土品より時期が遡るもの

で，本墓地が弥生中期前半後葉から中期後半にかけて営

まれた墓地であることが判明した．

甕棺墓を擁する台地斜面が旧衝撃エネルギー実験所以

東にどのように広がるのかは今後の留意点である．

写真35 遺物出土状況（東より）

写真36 調査区全景（北より）

Il-3 0206調査地点
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図12

Il -3 

0206調査地点遺構配置図・南壁土層断面図・遺物出土状況・出土遺物実測図 (1/100・1/40・1/12・1/ 3) 
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1. 遣跡の立地と周辺地形

本地点は，工学部・理学部が所在する黒髪南地区の中

央～西部にかけての地域にあたる．本地区は白川中流域

の右岸に位置し，白川が最も大きく蛇行する地点である．

これまでの構内調査では，古代の竪穴住居址および

「国」銘土製印を出士した9407調査地点などの調査が実

施されている．

2.調査の概要

総合研究棟 (0204調査地点）の建設に伴い，共同溝敷

設および前面道路に当たる部分に植栽されていた樹木を

移植する必要があり，その候補地として工学部 1号館と

工学部研究棟 (I) の間の敷地および工学部研究資料館

南側の緑地帯が挙げられた．周辺での既往調査により遺

物蝕含層および遣構の存在が予想されたため，移植工事

に先だって2002年10月よりおよそ 3日間移植地の発掘調

査を実施した．その後，コンクリート基礎が出たために

移植不能であったトレンチ付近に，新たなトレンチを設

定し， 11月中旬に調査を実施した．

樹木移植予定地のうち遣物包含層に達する深さ80cm

以上のものを選択し，計2]箇所のトレンチを設定し，調

査を実施した． トレンチの配置は工学部 1号館南・東側

で15箇所，工学部研究棟（ I)西側で 4箇所，工学部研

究資料館南側で 2箇所であった．工学部 1号館南・東側

のトレンチ (1-15)はすべて撹乱されており，遣構は

検出していない．工学部研究棟（ I) 西側では 4個のト

レンチ (16-19) を設定したが， 2つのトレンチ (17・ 

19) において包含層・遺構面を確認した．また，工学部

研究資料館南側では，古代遺構と縄文時代の遣物包含層

を確認できた（トレンチ20・ 21). 

く調査期間＞

2002年10月1日～10月3日・ 11月18日

く調査対象面積＞

61. 19面

く調査員・参加者＞

小畑弘己，大坪志子．

伊藤千代子，岡田イッ代，押方富江，河野義勝，白石

美智子，高松北子，田口伸也，溜渕俊子，野口春美，林

田恵子，早田咲百合，福田久美子，堀川貞子，松井昭子，

水上順子，宮村邦子，森川征子，森川談，森田登，森み

どり．
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3.調査の結果

a 基本層序（図13・ 14) 

本地点の基本層序は，上部に厚さ80cmあまりの表土

および埋土が堆積しており，その下部に近代の造物包含

層（畑地）である黒褐色土層 (7,5YR3/2-JOYR3/2) 

が30-40cmあまり堆積し，その下部がやや黒味の強い

古代遺物蝕含層である黒褐色士層 (7.5YR2/2-10YR2/ 

2)が厚さ30cmあまり堆積し，その下部は基盤層として

いる暗褐色土層 (7.5YR3/2)へと連なる，

b 検出遣構と遺物（図13-15)

くトレンチ17>

遣構は検出していないが，古代および縄文時代の遣物

包含層を確認した．須恵器壷片（図15: 23 ・ 24) は上位

の黒色土中から，縄文土器片（同 6) は暗褐色土層から

発見された．

くトレンチ19>

古代の竪穴住居址の一部と思われる遣構面を確認した．

住居の立ちあがりと硬化面を検出している．出土遺物に

は須恵器壷の口縁部片（図15: 22) などがある．

くトレンチ20>

古代竪穴住居址の床と思われる硬化面を確認し，その

下部から縄文土器片や石器などを含む包含層を確認した

（図15:7 ・25-32). 

くトレンチ21>

縄文時代包含層を確認，土器・石器約30点が出土した

（図15:8-18 ・ 33). 

4. 成果と問題点

各地点において，古代集落の広がりを確認できたこと，

縄文時代後期～晩期を中心とした包含層を確認できたこ

とは，今後，周辺部の建築計画などの参考となろう．

写真37 樹木③調査地点周囲掘削風景（西より）

ll-4 0210調査地点
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図13 トレンチ17° 19遣物出土状況 (1/40)
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図14 トレンチ20• 21遣物出土状況 (1/40):>
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図15 各トレンチ出土遺物実測図 (1/3・1/4・2/3)
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樹木⑬トレンチ掘削状況（東より） 写真41 II区トレンチ 8掘削状況（北より）
心 9}ゆ沢夜宅？',啜ぷ’'＇冗：

写真39 II区トレンチ 5掘削状況（東より） 写真42 II区トレンチ 7掘削状況（西より）

写真40 II区トレンチ 6掘削状況（東より） 写真43 II区トレンチ 9掘削状況（北より）

Il-4 0210調査地点
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写真44 II区トレンチ10掘削状況（北より） 写真47 II区トレンチ13掘削状況（東より）

写真45 II区トレンチ11掘削状況（西より） 写真48 II区トレンチ 1掘削状況（西より）

写真46 II区トレンチ12掘削状況（北より） 写真49 II区トレンチ15掘削状況（東より）

Il-4 0210調査地点
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写真50 II区トレンチ14掘削状況（東より） 写真53 IV区調査地点全景（南東より）

写真51 II区調査地点全景（西より） 写真54 IV区トレンチ20調査風景（南東より）

写真52 Ill区調査地点全景（北東より） 写真55 IV区トレンチ21硬化面検出状況（東より）

ぶ＇

Il-4 0210調査地点
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写真56 Ill区トレンチ16全景（東より） 写真59 IV区トレンチ20遺物出土状況（東より）

写真57 Ill区トレンチ17全景（東より） 写真60 IV区トレンチ20磨石ほか出土状況（西より）

写真58 IV区トレンチ20第 2硬化面検出状況（北より） 写真61 IV区トレンチ20包含層下面遺物出土状況（東より）

Il-4 0210調査地点
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写真62 IV区トレンチ21包含層遺物出土状況（東より） 写真65 樹木①調査地点近景（西より）

写真63 Ill区トレンチ19• 1号住居址（北より） 写真66 樹木②調査地点トレンチ土層（東より）

し•

写真64 樹木①調査地点トレンチ土層（南より） 写真67 トレンチ18位置換え掘削風景（北より）

ll-4 0210調査地点
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Il-4 0210調査地点
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皿一 1 黒髪北地区 （図16・ 17参照）
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1.黒髪団地北地区大学教育研究センター C棟空調

機取設工事給排水および室外機基礎工事に伴う

立会調査 (0201)

く調査期間＞

2002年4月3日・ 4月4日

く調査対象面積＞

29.3面

く調査員＞

大坪志子．

写真68 掘削風景（南西より）

一乙開
、卜{r¥ 
JNu 

写真69 掘削状況（南より）
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く調査概要・結果＞

大学教育研究センターA棟裏B棟東側部分において，

空調機設置に伴い給排水管部分と室外機基礎部分の立会

調査を実施した．給排水管部分は地表下50~60cm, 基

礎部分は地表下40cmまで掘削したがいずれも現代埋土

で，包含層・遺構・遺物は検出されなかった．

写真70 掘削風景（南西より）

2. 黒髪団地北地区外灯設備工事に伴う立会調査

(0202) 

く調査期間＞

2002年4月15日・ 4月16日

く調査対象面積＞

199rri 

く調査員＞

小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

黒髪北地区に，合計 9箇所外灯を設置する工事に伴い

立会調査を実施した．本工事の指導内容に関して施設部

担当者による誤認があり，立会調査を慎重工事として既

に着工していた．立会調査である旨を伝え，改めて打ち

合わせを行ったうえで立会調査を実施した．このため既

に着工していた 1箇所については，立会調査を実施でき

ていない．

外灯の基礎部分については地表下1.5mまで掘削した

が，いずれの地点においても撹乱などのため，遣構・遺

物は検出されなかった．

第皿章立会・試掘調査
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図16 黒髪北地区西半における調査地点配置図 (1/2000) 
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図17 黒髪北地区東半における調査地点配置図 (1/2000) 
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トレンチ 2掘削風景（南より） 写真74 トレンチ 3南壁土層断面（北より）

写真72 トレンチ 1土層断面（東より） 写真75 トレンチ 6掘削風景（西より）
9 9, ．で． ，．．．．心いふ9mm云•一元 "~-…如．＃や' •ャ・・. ＼ヽ

写真73 トレンチ 3掘削風景（北西より） 写真76 トレンチ 6掘削状況（東より）
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写真77 トレンチ 7掘削風景（西より）

―-’ヽ

写真78 トレンチ 7掘削状況（北より）
，fャ•~ニヽ乏

写真79 トレンチ 8掘削状況（西より）
:’,．： ; 9竺

・ヽ•.‘•宮•
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3. 黒髪団地北地区図書館南側学生部駐車場拡張工

事に伴う立会調査 (0208)

く調査期間＞

2002年7月2日

＜調査対象面積＞

24面

く調査員＞

小畑弘己．

く調査概要・結果＞

図書館南側の駐車場建設に伴い立会調査を実施した．

掘削深度が地表下35~40cmと浅く，重機によって掘削

したが，現代の埋土であり，包含層には達しなかった．

掘削後は砂利舗装であり，埋蔵文化財には影響ないも

のと判断された．

写真80 掘削風景（北より）
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写真81 掘削状況（北より）
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4. 黒髪団地北地区外灯設備工事に伴う立会調査

(0216) 

く調査期間＞

2003年2月21日

く調査対象面積＞

18.5面

く調査員＞

小畑弘己．

く調査概要・結果＞

外灯基礎設置のため地表下1.5mまで掘下げたが，

コーラ瓶・牛乳瓶などが出土した．おそらくこの北地区

南壁の石垣を築くときに埋められた裏込め土であろう．

5. 黒髪団地北地区外灯設備工事に伴う立会調査

(0218) 

く調査期間＞

2003年3月10日

く調査対象面積＞

2.6面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

黒髪地区の資料館前 2箇所に外灯を設置する工事に伴

い立会調査を行った． A地点基礎部分では地表下60cm程

度から包含層と思われる黒色土層が認められたが，遺

物・遣構は検出されなかった． B地点では包含層を掘削

中，遺物が検出されたため重機による掘削を止めた．壁

および底を観察したところ，焼土と竃の一部と思われる

白色の粘土が確認されたため，調査に切り替えた．

南壁で焼土層 (8層）と住居址と思われる掘り込み

(9層： 1号住居址・ 11層： 2号住居址）を確認した． 9

層と11層の堺で若干硬い部分を，また11層下面で硬化し

た床を確認した．底で検出された白色粘土の周囲からは

焼土などは検出されず，現位置を保つものではなかった

が， 2号住居址に伴うものであろう． 11層ではほとんど

遣物が出土せず， 8層には遣物が包含されていた．廃土

の遺物は 8層の焼土に伴うと思われる． 9世紀前半頃で

あろう．住居址の範囲は確認できなかった．この調査で，

昨年度の0106調査地点に続き，資料館周辺においても包

含層・遺構が良好に遺存していることが確認された．

図18 0218調査地点遣構配置図・南壁土層断面図・出土遣物実測図 (1/20・1/ 4) LH =21.90m 
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皿—― 2 黒髪南地区 （図 2参照）
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1. 黒髪団地南地区インキュベーション施設新営工

事に伴う試掘調査 (0203)

＜調査期間＞

2002年4月17日

く調査対象面積＞

3面

く調査員＞

小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

インキュベーション施設新営工事に伴う試掘調査で，

隣接地の調査状況から遺構の存在が予想されるため，試

掘調査を実施した．予定地の南端中央部に1.5X2mの

トレンチを設定して掘削を行った．隣接する9909調査地

点と同様に，地表下2.5mで畑址， 2.9mで遺構面（地

山）を確認した．

2. 黒髪団地南地区総合研究棟新営工事に伴う試掘

調査 (0204)

＜調査期間＞

2002年4月17日

く調査対象面積＞

4nf 

く調査員＞

小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

旧工学部建物があった敷地であり，総合研究棟建設に

先だって埋蔵文化財の残存状況を把握するため試掘調査

を実施した．予定地の東南隅・西南隅に 1X2mのトレ

ンチを設定して重機によって掘削した結果，それぞれ地

表下1.35~1. 4mで包含層および遣構面を確認した．

3. 黒髪団地南地区食堂裏エコクリーンソイル工事

に伴う試掘調査

く調査期間＞

2002年4月24日

く調査対象面積＞

0. 73面

く調査員＞

実施者：坂田和弘（熊本県文化課）．

立会者：小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

ェコクリーンソイル工事に伴い熊本県教育庁文化課坂
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田和弘氏によって試掘調査が実施され，立ち会った．

工事範囲内に 2箇所トレンチを設定して掘削を行なっ

たが，最も深い掘削予定の地表下50cmまでは現代埋土で，

遺物・遺構は確認されなかった．

写真82 掘削風景（西より）

＼ ！，ト1:t 
ー、――ーヘ 93 

トレンチ 1掘削状況（北より）
元＇立均，

写真84 トレンチ 2掘削状況（北より）

t 
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4. 黒髪団地南地区総合研究棟新営一次掘削に伴う

電気工事に伴う立会調査 (0207)

く調査期間＞

2002年6月 3日

く調査対象面積＞

32面

く調査員＞

小畑弘己．

く調査概要・結果＞

総合研究棟建築予定地に隣接する研究協力課棟（リエ

ゾンオフィス）の南側から電気配管替えを行う際に立会

調査を実施した．

建物に隣接するため，建物基礎の建築の際の掘り方に

よってほとんど破壊を受けていた．このため，掘削深度

の地表下90cmまでは埋土であった．

その他の区間においても遺物・遺構は検出していない．

写真85 掘削風景（南より）

写真86 トレンチ掘削状況（南より）

第皿章立会・試掘調査

5.黒髪団地南地区通用門拡幅工事に伴う立会調査

(0212) 

く調査期間＞

2002年12月3日・ 12月5日・ 12月11日

く調査対象面積＞

480n:i 

く調査員＞

小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

旧建物の基礎撤去については，地表下50cmまで表土

で，遺構・遺物は検出されなかった．

共同溝への電気配線切り替え工事では，地表下 lmま

で掘削したが，遺構・遺物は検出されなかった．

旧門柱と石垣の撤去部分では，地表下70cmまで掘削

したが，現代埋土の範囲内で，遺構・遣物は検出されな

かった．

写真87 電気工事部掘削風景（南より）

写真88 電気工事部掘削状況（北より）



写真89 石垣撤去部作業風景（西より）
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写真90 石垣撤去部掘削状況（西より）

写真91 西側門柱撤去状況（西より）
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皿一3 本荘北地区 （図19参照）
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1. 本荘団地北地区（医病）総合研究棟新営（渡り

廊下部分）工事に伴う立会調査 (0211)

く調査期間＞

2002年10月7日

く調査対象面積＞

32面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

建設中の医学部総合研究棟と基礎研究棟を連結する渡

廊下新営工事に伴う立会調査である．工事範囲は暗渠や

両建物の建設で大半が既に一度掘削されている．実質の

調査は現在道路部分で，遺構・遺物の検出はなかった．

写真92 作業風景（北西より）

11[［lfl91 

写真93 掘削状況（北西より）
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写真94 掘削状況（南西より）

2.本荘団地北地区（医病）総合研究棟新営電気設

備工事に伴う立会調査 (0213)

く調査期間＞

2003年 1月23日， 1月24日， 1月28日

く調査対象面積＞

25面

く調査員＞

小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

医学部総合研究棟北側の白川の土手を走る道路の内側

にあたる土手斜面部を巡る電線および電灯基礎 (Cエ

区）の立会を実施したが，地表下90cmまで掘削したが，

遺構・遣物は検出されなかった．

さらに医学部研究実験棟西側に設置される電灯基礎

(d工区）の掘削においても，暗渠に近いため砂の堆積

が認められ，遺構・遺物ともに検出していない．

3.本荘団地北地区（医病）基幹環境整備（外灯設

備）工事に伴う立会調査 (0214)

く調査期間＞

2003年2月7日

く調査対象面積＞

181面

く調査員＞

小畑弘己，大坪志子．

く調査概要・結果＞

e工区は 3箇所の基礎部分 (1.2 x 1. Om) の掘削に立

ち会った．その結果， e-1工区では古代包含層が地表

下80~100cmに比較的良い状況で残っていた．土師器片

3点ほどが出土したが，遺構は確認できなかった． e -

2エ期では暗渠に隣接しており，地表下1.2mまで砂と

第III章立会・試掘調査

土の互層であり，近・現代の堆積物と思われる．遺構・

遺物は検出されなかった． c -1工区では看板基礎のた

め撹乱が激しく，遺構・遣物は残存していなかった．

R-1工区では， 0.8X 1. 2mの範囲を掘削した．大半

が共同溝の根切部分であったが，南側20cmほどの範囲で

包含層・遺構面（地山）が確認された．遺物・遺構は確

認されなかった．他の地点ではいずれも現代埋土であっ

た．

① -1地点では地表下0.85~0.9mで包含層， 1.lmで

遺構面（地山）を検出した．遺物は土師器片が数点出土

したのみで，遺構は検出されなかった．①ー 2地点は既

設管が障害となり予定地点より西側に1.lmほど変更し

た．地表下 1~1.lmで包含層， 1.2mで遺構面（地山）

を確認したが，遣物・遺構は検出されなかった．

4.本荘団地北地区（医病）中央診療棟建設工事に

伴う試掘調査

＜調査期間＞

2002年11月7日

＜調査対象面積＞

16.3面

＜調査員＞

実施者：坂田和弘（熊本県文化課）．

立会者：小畑弘己．

＜調査概要・結果＞

建設予定地内に 3箇所のトレンチを設定して，重機に

よって掘削したところ，地表下 2mまで土と砂の互層で

あり，その下部に明治時代～大正時代の包含層を確認し

た．その下部は細砂と粗砂の互層であり，河川堆積物で

あると判断された．
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皿一4 京町地区 （図20参照）

1.京町団地附属小学校スロープ取設工事に伴う立

会調査 (0209)

＜調査期間＞

2002年8月29日

く調査対象面積＞

13面

＜調査員＞

小畑弘己．

く調査概要・結果＞

小学校体育館西側において実施した．スロープの基礎

の設置の掘削に伴い立会調査を実施した．地表を除去す

ると体育館の犬走りのコンクリートが露出したため，掘

削深度の地表下45cmまではすでに破壊されているもの

と判断した．よって，遣物・遺構ともに確認していない．

皿一5 九品寺地区 （図21参照）

1. 九品寺地区体育部室（プレハブ）新設工事に伴

う立会調査 (0217)

く調査期間＞

2003年3月7日

く調査対象面積＞

3 m' 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

体育部室新設工事に伴う立会調査である．場所は医療

技術短期大学のグラウンド北辺である．工事範囲の東西

端 2箇所に 1X 1. 5m程度のトレンチを設定し掘削を

行った．地表下40cmまでは現代埋土であり，その下地表

下60cmまでは砂質土層であった．遺物・遣構は検出され

なかった．

2. 九品寺地区塀新設工事に伴う立会調査 (0219)

く調査期間＞

2003年3月11日

く調査対象面積＞

36面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

医療技術短期大学敷地を囲む塀の新設工事である．敷

地北側と東側一部の塀が破損したため，従来あった塀の

基礎部分を利用し，一部補強を行って塀を新設するもの

である．今回は境界について隣家と合意の得られた，北

側の西より 90m部分について立会を行った．上述のよう

に既設の基礎を利用し，また新設する補強の深度も既設

基礎より下げないため，掘削は前回工事の掘削範囲内で

遺物・遣構の検出はなかった．

図20 京町地区における調査地点配置図 (1/3000)

ロ R 

゜
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図21 九品寺地区における調査地点配置図 (1/2000) 
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皿一6 薬学部地区 （図22参照）

= 
1. 薬学部地区実験動物慰霊碑建立工事に伴う立会

調査 (0215)

く調査期間＞

2003年2月18日

く調査対象面積＞

3.4面

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

薬学部敷地内の花壇に，実験動物慰霊碑を建立するエ

事に伴い立会調査を行なった． 1.7 X 2. 6mの範囲を20cm

掘削したが，花壇の盛り土で遺物・遣構は検出されな

かった．

2. 大江総合研究棟建設に伴う試掘調査

く調査期間＞

2003年 1月17日

く調査対象面積＞

6 m' 

＜調査員＞

実施者：坂田和弘（熊本県文化課）．

立会者・．小畑弘己・大坪志子．

く調査概要・結果＞

建設予定地内に 3箇所のトレンチを設定して，重機に

よって掘削したところ，地表下 2mまで掘削したが，遺

構や遣物はなにも検出できなかった．

第1II章立会・試掘調査
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図22 薬学部地区における調査地点配置図 (1/2000) 
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本年度埋蔵文化財調査室は発掘調査4件、立会調査14件、試掘調査2件を実施した。本年度から、

熊本県の指導により、大学構内での発掘調査においては、それに先立って県の文化課が試掘調査を

おこない、その結果に基づいて調査の具体的指示を出すこととなり、 3件の試掘がおこなわれた。

この行政手続きの変更により行政的にはすっきりとしてきたが、調査着手までの一連の手続きに時

間を要するようになったことは、今後のキャンパス再開発計画において、なお一層の時間的な余裕

をもった事業計画の策定が求められることを意味する。

今年度の調査の主要なものをみてゆくと、工学部から武夫原にかけては律令時代の詫摩郡術から

北に延びる地割の軸線がみられることが推定されていたが、工学部南側の発掘においては、はたし

て官道の側溝と推定される遣構が検出された。これは白川の船着場とそれに続く、「蚕養（こか

い）」の駅に相当する遺構と関係するものであり、「国」印などの出土に示されるように、黒髪南

キャンパスが奈良•平安時代の官術地区の中心であったことを窺わせる。またこの地区では縄文時

代早期から後期にかけての時期と古墳時代から平安時代にかけての集落址が多くみられ、さらに弥

生時代の甕棺墓地が形成されているなど、熊本市でも有数の遺跡であることが判明したことは、今

後の再開発にあたってば注意を喚起する必要があろう。

熊本大学埋蔵文化財調査室が発足して、この 5月で満10年になる。この期間発掘調査した数多く

の遺跡に関する正式な調査報告は、ようやく最初の 2年間のものがこの 3月でまとまる運びとなっ

た。例え発掘調査を中断しても、過去の調査報告を作成するには 5年が必要となる計算であるが、

毎年緊急調査が続く中で、最低10年はこのような緊急調査への取り組みと、正式報告の作成という

二重の「業務」の軋礫が継続されることとなる。したがって調査室はどのようにしたら貴重な学術

資料としてこれら考古資料を活用するかの陸路に常に立たされているといっても過言ではない。

国立大学の独立行政法人化にむけての取り組みとして、各大学における「中期目標・中期計画」

の策定が急がれているが、大学全体として埋蔵文化財をどのように位置付けるのか、大学上層部に

何度も働きかけをしたにも拘らず、不明瞭なままに残されていることは調査室を預かる者として大

変憂慮に堪えない。同様の問題をもっている岡山大学や大阪大学では、埋蔵文化財調査室を大学全

体の「中期目標・中期計画」の中での将来像を明確にしているのに比して、取り組みの遅れが将来

に禍根を残さないことを願うばかりである。

埋蔵文化財調査室長

甲元慎之

跛文
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In 1985, Kumamoto University planned reconstruction of 
campus. But it was known that some of campus is designated as 
buried cultural assets zone. In the fiscal year 1994, Kumamoto 
University formed the Archaeological investigation committee 
and the Archaeological Operation Office in haste, and has been 
excavating the campus sites when the superannuated school 
buildings were rebuilt since then. We have two main campus 
sites at another areas. The one is the Kurokami area where is 
constituted of faculty of science and faculty of Engineering (south 
area), faculty of Education, faculty of Laws, and faculty of Letters 
(north area), and locates in Kurokamimachi site. The site is 
located at the foot of Mt. Tatuta (above 151.6m) on a low terrace 
(above sea level 18-25m) formed by the Shirakawa River. The 
site are regarded as an ancient station"Kokai". The other one is 
the Honjo area where is constituted of School of medicine, college 
of Medical Science (south area), and Kumamoto University 
hospital (north area), and belong to Honjo site. The site located 
on a low terrace (above sea level 12-13m) formed by Shirakawa 
River, similar to Kurokamimachi site. It is 2km from 
Kurokamimachi site to Honjo site in a straight line. In the 
circumstance of Honjo site, there are large ancient settlement 
sites like Oe site and Shinyashiki site. 
The number of investigations in the current year is the 

following: 4 excavations, 18 presence investigations and ltrial 
excavation. The main results are the following. 
At 0204 excavation spot in the Kurokami site, we excavated 

the site before the construction of research center. The 
excavated area is about 2803 square meters. As the result of 
excavation, we found a large ditch of early modern period, side 
gutters and some dwellings of ancient times. These side gutters 
trends from south to north, we regarded them as a part of the 
ancient government-road, which location of route have been 
presumed to be in Kurokami campus long time. The fact backs 
up the existence of Kokai posting-station of ancient period 
around here. In addition to them, we discovered a cremation 
burial and many postholes of ancient times. This cremation 
burial shows that this area was residence place for government 
official though they were lower officials, not for peasantry. 
In connection with this construction of research center, we had 

to transplant a big wood be in construction area. So we 
excavated two points to plant. The one is the 0206 excavation 
spot. we discovered a jar used for burial of Y ayoi period at 2.5m 
point under the suriace. We think this jar used for burial is a 
part of the jar used for burial cemetery was excavated at 9704 
spot. It shows there were big cemetery of Yayoi period at the 
top of the terrace was around here. 
The other spot is 0210 spot. we dug 22 trenches. At two of 

them, we discovered parts of dwelling of ancient period, and at 
three points we discovered layer containing cultural remains of 
the end of last stage of Jomon period. 
The position of 0203 excavation spot is 50m to the south of 0204 

excavation spot, we excavated the site before the construction of 
the incubation. The excavated area is about 810 square meters. 
We discovered fields of early modern period at 2.5m point under 
the suriace and a cemetery of modern period in the eastern side 
of 0203 area. It was made obvious that the cemetery belongs to 
Kumamoto prison and it was made from Meiji period still Showa 
period. So we stopped to excavate the cemetery. The result of 
the disposal of cemetery by trader proved that the cemetery was 
consisted of 220 burials. 
In this way, the main excavation in the current year was 

carried out in the south of Kurokamimachi site. This area is 
very important area because there was Kokai posting-station and 
associated facilities of ancient period as above, so we need to 
investigate about this area with the fruits of excavations we have 
ever done. And there is not only structural remains of ancient 
period but the one of Kohun and Yayoi period in this area, so we 
have to excavate the site more cautiously in future. 

Summary 
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1. 熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則 (Hl4. 1薦 24~）

（設置）

第 1条熊本大学（熊本大学医療技術短期大学部を含む。以下「本学」という。）に、熊本大学埋蔵文化財調査委員会

（以下「委員会」という。）を置く。

（任務）

第2条 委員会は、本学の施設整備に伴う埋蔵文化財の発掘調査に関する重要事項を調査審議する。

（組織）

第3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) 各学部、大学院自然科学研究科、医学部附属病院及び医療技術短期大学部から選出された教授又は助教授

各 1人

(2) 事務局長

(3) 埋蔵文化財調査室長

(4) その他委員会が必要と認めた者 若干人

2 前項第 1号及び第 4号の委員は、学長が委嘱する。。

3 第1項第 1号及び第 4号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

4 第 1項第 1号及び第 4号の委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は、前項の規定にかかわらず、前任者の残

任期間とする。

（委員長）

第4条 委員会に委員長を置き、委員の互選によって定める。

2 委員長は、委員会を召集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）

第5条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ議事を開き、議決をすることができない。

2 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見の聴取）

第6条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を出席させ意見を聴くことができる。

（調査室）

第7条 委員会に、埋蔵文化財の発掘調査に関する業務を行うため、埋蔵文化財調査室（以下「調査室」という。）を

置く。

2 調査室の業務、組織その他必要な事項については、別に定める。

（事務）

第8条 委員会の事務は、施設部企画課において処理する。

（雑則）

第9条 この規定が定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。

附則

1 この規則は、平成14年 1月24日から施行する。

2 この規則施行の際、現に改正前の規則第 3条第 1項第 1号から第 4号まで及び第 7号の規定により選出されている

委員は、改正後の規則第 3条第 1項第 1号の規定により選出されたものとみなす。

3 この規則施行後、最初に選出される第 3条第 1項第 4号の委員の任期は、同条第 3項の規定にかかわらず、平成15

年 3月31日までとする。

付篇 2002年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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2.熊本大学埋蔵文化財調査室要項
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（趣旨）

第 1条 この要項は、熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則第 8条第 2項の規定に基づき、熊本大学埋蔵文化財調査室

（以下「調査室」という。）の業務、組織その他必要な事項について定める。

（業務）

第 2条調査室は、熊本大学（熊本大学医療技術短期大学部を含む。以下「本学」という。）の施設整備に伴う埋蔵文

化財の発掘調査に関する次の業務を行う。

(1) 実施計画の立案及び実施に関すること。

(2) 出土した埋蔵文化財の整理、保管及び保存に関すること。

(3) 文化庁等に提出する報告書の作成に関すること。

(4) その他必要な事項

（組織）

第 3条調査室に室長を置く。

2 室長は、調査室に関する業務を掌理する。

3 調査室に調査員その他必要な職員を置くことができる。

4 調査員は発掘調査に関する業務を行う。

（室長等の任命）

第4条 室長及び調査員は、本学の教官のうちから学長が任命する。

2 学長は、必要がある場合は、学外の者を調査員に委嘱することができる。

（事務）

第5条 調査室の事務は、関係学部等の協力を得て、施設部企画課において処理する。

（雑則）

第 6条 この要項に定めるもののほか、調査室の運営に必要な事項は、熊本大学埋蔵文化財調査委員会が定める。

附 則

この要項は、平成12年4月 1日から実施する。

3. 2002年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査室組織 (2003年3月31日現在）

＜室長＞ （併・文学部教授） 甲元慎之

く調査員＞ （併・文学部助教授） 小畑弘己

（併・文学部助手） 大坪志子

く事務補佐員＞ 坂元紀乃

＜室内作業員＞ （2002年10月～2003年3月） 古賀敬子

溜渕俊子

林田恵子

早田咲百合

付篇 2002年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織



2 埋蔵文化財調査委員会

委員長 北野 隆（熊本大学工学部教授）

委員 木下尚子（文学部教授）

審議事項

春田 直紀 （教育学部助教授）

大 澤博明 （法学部教授）

安仁屋勝 （理学部教授）

小川 尚（医学部教授）

今村順茂 （薬学部助教授）

土亀 直俊 （附属病院助教授）

蔦川 忠久 （医技短大部教授）

伊東 重剛 （大学院自然科学研究科助教授）

長木 正治 （事務局長）

甲元 慎之 （埋蔵文化財調査室長）

イ壬其』 (2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2000.4.1 ~2003. 3. 31) 

(2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2000. 4. 1 ~2003. 3. 31) 

(2000. 4. 1 ~2003. 3. 31) 

(2000.4.1 ~2003. 3. 31) 

(2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2001. 6. 7~2003. 3. 31) 

(2001. 7.1~) 

(1994. 5. 16~) 

2002年7月8日 第14回埋蔵文化財調査委員会議事録要録確認

2002年度共通経費要求について

1.個人活動

【室長】

甲元員之

2002年度教官流用の申請について

委員長選出

2003年度教官流用の申請について

その他
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•平成13~15年度 文部科学省科学研究補助金基盤研究 (B)「先史・古代九州出土植物遣存体の実証的研究」分担

代表者

•平成13 ・ 14年度 三菱財団研究補助金「寒帯～冷温帯地域における完新世環境変化への先史人類の適応戦略の研究」

研究代表者

•平成14~17年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（A) 「琉球列島における農耕社会成立過程に向けた実証

的研究」分担研究者

上記に係わる研究・調査・学会発表を実施した。

【調査員】

小畑弘己

•平成14 ・ 15年度 文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (C)「極東および環日本海地域における更新世末～完新

懺の狩猟道具の変遷研究」研究代表者

•平成14年度 財団法人味の素食の文化研究センター第13回食文化研究助成「植物遺存体からみた古代食物と食文化一

雑穀の起源と展開ー」研究代表者

•平成13~15年度 文部科学省科学研究補助金基盤研究 (B)「先史・古代九州出土植物遣存体の実証的研究」分担

研究者

•平成13 ・ 14年度 三菱財団研究補助金「寒帯～冷温帯地域における完新世環境変化への先史人類の適応戦略の研究」

分担研究者

付篇 2002年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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•平成14~17年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（A) 「琉球列島における農耕社会成立過程に向けた実証

的研究」分担研究者

上記に係わる研究・調査・学会発表を実施した。

大坪志子

•平成13 ・ 14年度 文部科学省科学研究費補助金若手研究 (B) 「東アジアにおける玉作りに関する基礎的研究」研

究代表者

報告書『東アジアにおける玉作りに関する基礎的研究』

•平成13~15年度 文部科学省科学研究補助金基盤研究 (B) 「先史・古代九外1出土植物遺存体の実証的研究」分担

研究者

上記に係わる研究・調査・報告書作成を行った。

2. 調査室活動

考古学研究室と共同で平成15年3月29・ 30日に『研究集会：九州・極東地域における植物種子研究の現状と課題』を

開催した。

付篇 2002年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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ふりがな ふりがな コード

所収遺跡名 所在地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

くろかみ
くまもと

32° 130° 20020520 学校敷地内
熊本県

黒髪町遺跡 43 201 48' 43/ ～ 28. Orn の開発事菓

(0 2 0 6地点）
熊本市

34" 41" 20020529 に伴う
黒 彩友

くろかみ 熊本県 32° 130° 20020230 学校敷地内

黒髪町遣跡 熊本市 43 201 48' 43' ～ 810. Om の開発事業

(0 2 0 3地点） 黒 摂友 31" 43" 20020802 に伴う

くろかみ 熊本県 32° 130° 20020612 学校敷地内

黒髪町遣跡 熊本市 43 201 48' 43' ～ 2,803m' の開発事業

(0 2 0 4地点） 黒 彩友 33" 43" 20020814 に伴う

くろかみ 熊本県 32° 130° 
20021001 

学校敷地内
/——~ 

黒髪町遣跡 熊本市 43 201 48' 43' 
20021003, 

61.19面 の開発事業

(0 2 1 0地点） 黒 彩友

20021118 
に伴う

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

黒髪町遺跡
散布地 縄文・弥生 溝 甕棺

(0 2 0 6地点）

黒髪町遺跡
畑 址 近冊 畑址

(0 2 0 3地点）

黒髪町遺跡
集落址

縄文・古墳 住居址・火葬墓 縄文土器・土師器・

(0 2 0 4地点） 古代 溝 須恵器

黒髪町遣跡
散布地 縄文・古代 住居址

縄文士器・石鏃．

(0 2 1 0地点） 須恵器・土師器
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